
実業家・山田恒一氏、子育て家庭の課題解決に向け教育支援財団の設立構想を発
表

JAPAN, June 8, 2026 /

EINPresswire.com/ --

長年にわたり海外ビジネスの第一線で活躍し、現在は引退後の生活

を送る実業家・山田恒一社長がこのほど、国内で教育支援財団法人

の設立構想を明らかにしました。背景には、日本の子育てをめぐる

現実的な課題を深く実感したことがあります。

山田社長は帰国後、静かな生活を望んでいました。しかし、親子に

関する関心と、これまで家族と十分に向き合えなかった思いから、

親子向けコミュニティを立ち上げ、イベントを開催。多くの家庭が

温かな思い出をつくれるよう支援してきました。

その一方で、多くの家庭と関わる中、レジャー活動だけでは、経済

的負担や子育て費用に起因する構造的な課題の解決は難しいと感じ

るようになりました。

転機となったのは、生活上の制約により無力感を抱えていた一人の

母親との出会いでした。一方的な支援に抵抗を感じる相手の自尊心

を尊重し、双方はプライバシーと安心感を重視した協力体制を築き

ました。

山田社長は海外ビジネスで培った経験を生かし、革新的な国際デジ

タルビジネスシステムとの橋渡しを行いました。同システムでは、

主導権と安全コードを保護者本人が管理し、高い透明性が確保され

ています。山田社長は技術顧問として、遠隔でデータやパラメータ

ー面の支援を提供しました。

その結果、安全性と本人の主導権が確保された仕組みのもと、翌日

には画期的な成果が得られ、新たな可能性が開かれました。

感銘を受けた母親は、山田社長がこの取り組みを控えめに続けてい

ることを惜しみ、メディア取材を受けるよう何度も依頼したといいます。

山田社長は、「魚を与えるのではなく、魚の釣り方を伝えることが大切です。家庭が自ら現状を改善する力を持ててこそ、本当の意味で子どもを守ることにつながりま
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す」と語っています。

保護者の真摯な思いに心を動かされた山田社長は今後、より多くの保護者と協力し、

教育支援財団の設立を通じて、日本の家庭の未来を支えていく考えです。
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